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ThoughWillaCather1sO"ｅｑ／Ｏ"応，towhichshedevotedfOuryears1struggle，wasawardedPulitzer

Prizeinl923，critics’evaluationhasbeenoneoftheworstofhernovels・ButWilllaCatherherselfwas

tenacｉｏｕｓｏｆｉｎｓｉｓｔｍｇｔｈａｔｔｈｉｓｗａｓｈｅｒｂｅstnovelandevensaidthatClaudeWheeler，thehero，washer

besttributetoNebraska，

Ｔｈｅhero，thefiustratedintrovertlivingonafarminNebraskawherethepioneeringdayswasgone，

crossestheAtlantictoparticipatｅｉｎｔｈｅＦｉｒｓｔＷｏｒｌｄＷａｒａｎｄ，interestingly，ｏｒrather，paradoxically，fill-

fillshislifeinthewar．

“Humanlelationshipsarethetragicnecessityofhumanlife,ｉ１ＷｉｌｌａＣａtheroncesaid・Thus，sheis

knowntohaveharboredastrongdoubtabouthumanrelationships，Sexualandmaritahelationmparticu-

lar，andtherefOre，thoughtheIealCsomanyelementsinterwoven，weconcentrateourattentionon

C1aude1shumanrelationshipshowninthisnovelandillustratehowhisrelationshipfOrmshislifeand

death

Further，ｗｅｗｉｌｌｓｅｅｈｏｗｔｈｅｗａｒ，theworstevil，fUnctionedastheplacefOrayoung，fTustratedboy1s

fUlfillment．

keywords：relationshipsexuality，war，Europe，civilization

下記は、実在したニューヨークの若きバイオリ

ニストDavidHochstemが、第一次世界大戦で戦

死する前に、ヨーロッパ戦線から母親に宛てた手

紙の一部である。

Thereismuchthatismaterialisticａｂｏｕｔｔｈｅ

ｗａｒ－ｔｏｏｍｕｃｈ，ｂｕｔｔｈｏｓｅｗｈｏｄｉｅｄ…havea

compensationmorethanamereｔｉｔｌｅｏｆｈｅｒｏｏｒ

ａｐｏｓｔｈｕｍｏｕｓｓｅｗｉｃｅCross．’）

そしてこの手紙を読んだWillaCatherは次のよ

うな所`懐を述べている。

FromavelythoughtfUlyoungman，critical

byhabit，adoubterofgovemmentsandIclig-

ionsandschoolsofthought，suchstatements

meansomething・Theymeanthatsomething

veryrevolutionaryhadhappenedmHochstein，ｓ

ｍｉｎｄ;Ｉｗｏｕｌｄｇｉｖｅａｇｏｏｄｄｅａｌｔｏｋｎｏｗｗｈａｔ

ｉｔｗａｓ１２）

かくしてWillaCatherが500ページの長編Ｏ"ｅ

ｑｆＯ"酒で示そうとしたのはHochsteinの言う

“戦死者たちのcompensation，，とは何か、そし

て彼の中に起こった“somethingveryrevohtion‐

aIy”は何かということであった。そのために彼

女は中西部の若者ClaudeWheelerを創造し、Ｏ"ｅ

ｑｆｏ"酒という文学作品を仕立て上げたわけであ

る。ここに本小説のテーマ、つまり主人公C1aude

Wheelerのquestfbrvalueのテーマが存在する。

Claudeが探し続け、欧州戦線で発見したもの、

彼の言う“somethingsplendidmlife，，とは如何
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なるものだったかを提示するのが本論の主意であ

る。

1918年、大戦中のヨーロッパ戦線で死亡した従

弟のＧＰ・Catherが戦地から家族に宛てた手紙を

見て、WillaCatherは“farmｂｏｙ”に過ぎなか

った従弟の心理的な成長とその行き着いた境地に

驚かされた｡同年､彼女は面識のあったニューヨー

クのバイオリニストDavidHochsteinが戦地から

NewYorkTimes紙に送ったレポートを読み、翌

年１月には同紙で彼が地雷に触れて爆死したこと

を知る。Hochsteinが母親に宛てた幾通もの手紙

を読む機会を与えられた彼女は、これら二人の

“intellectualandemotionalmaturity，，と、彼ら

をかくも急激に変貌させた“warandthearmy

andFrance''３)に対して強い興味を抱き、これら

を芸術の素材とした作品の構想を膨らませた。

こうして“世界が二つに分かれた''４）1922

年、WillaCatherは３年以上の心血を注いだ後、

前作ＭｙＡｍｏ"jαのほぼ２倍に及ぶ長編Ｏ"ｅｑ／

O"Ksを世に出し、翌年Pulitzer賞を受賞すること

になる。しかしながら早くも1925年のEdmund

Wilsonによる“MissCatherIsnewnovel-O"ｅ

ｑ/Ｏ"'T-seemstomeaprettyHatfailure､''５)と

いう批評に代表されるように、本作に対する批評

家たちの評価は彼女の期待と意気込みとは逆のも

のであった。一方、友人に対してＯ"ｅｑｆＯ"応は

Nebraskaへの“thebesttribute”であると自ら語

ったエピソードに示きれるように、Cather自身

が本作に自信と誇りを持ち、これらの批評と非難

を不当と考えていたのも事実である。本論ではＤ

Ｐ・Stevensの言葉を借りるなら、“largelyne‐

glected''６)である長編Ｏ"ＣＱ／Ｏ"爪,に向けた作者

の意図とその文学的価値を検討する。

drenandgrandmother，therealeinnumerable

shadesofsweemessandanguish…7）

これはWillaCather研究において頻繁に引用き

れるＯ〃Ｗｍｊ"ｇの一節であるが、これをＯ"ｅが

ＯＬ"ｓの解釈に当てはめると極めて示唆に富む。

作者が“humanrelationship”の中でも男女の関

係、とりわけ結婚を含めたsexualityを基盤とす

る関係に強い疑念を持っていたことは周知の事実

である。Ｏ"ＣＱ/０噸をこの視点から分析し、作

者の言う、“husbandandwife,affectionatesisters，

childrenandgrandmother”の関係を越えた、理

想的な人間関係を象徴的に提示したものとして読

めば、作者の本作に向けた意図が願われてくるの

である。

HeywoodBrounの“…ａｓｉｆｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｅ

ｗａｒｗａｓ…ｔｏｇｅｔｆａｎｎｂｏｙｓｏｕｔｏｆＮｅｂｒａｓｋａ

’’８）

という一文に見られるようlこ、批評は作者の戦争

の取り扱いに関するものが中心である。これらに

対して作者は彼女らしい言葉で反論している。

…ifastoryhappenstotouchupononeiｓｐｏ‐

liticalopinionstheycannotseeitａｓａｎｉｍａｇｉ－

ｎａｔｉｖｅｔｈｉｎｇａｔａｌＬ９）

本作品がwarnovelを目指したものではなく、

－人の若者の精神的軌跡を描こうとしたものであ

ることは、作者が“Claude，，というタイトルで

書き始めながら、出版社の意向を受け入れてＯ"ｅ

ｑｆｏ"沼と変えてしまったことを大いに後`侮した

事実からも明らかである。

ストーリーは故郷ネブラスカで不満と絶望の人

生を送っている主人公ClaudeWheelerが、第一

次世界大戦中のヨーロッパに赴き、そこで自らの

人生のfUlfillmentを得たことを自覚し、満足のう

ちに戦死するというものである。戦争という人類

最大の愚行が、Claudeという事実上死にかけて

いた若者の再生の場となるというパラドックスが

そこにある。そこに示された作者の意図は何であ

ろうか。

…humanrelationshipsalethetragicnecessity

ofhumanlife;thattheycanneverbesatisfac-

tCry,ｔｈａｔｅｖｅｒｙｅｇｏｉｓｈａｌｆｔｈｅｔｉｍｅｇｌｅｅdity

seekingthem，ａｎｄｈａｌｆｔｈｅｔｉｍｅｐｕｌｌｉｎｇａｗａｙ

けomthemlnthosesimplelclationshipsoflov-

inghusbandandwife，affectionatesisters，chil- 開拓時代の終焉を迎えている中西部のネブラス
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力のFrankfOrtに住むClaudeWheelerの人生は幻

滅と不満のそれである。家族ですらそれぞれが、

作者自身の嫌悪する商業主義、機械文明、さらに

は偏狭なキリスト教信仰などを代表し、Claude

の幻滅を助長する。かつてはこの町を築いた開拓

者の一人でありながら、今は典型的なsnobとな

ってしまった父親、商業主義を代表する兄、そし

て機械マニアの弟のいずれもが、Claudeの人生

を孤立させる。“physicalache”を感じるほどに

Claudeを愛している母親も、教会への極端な帰

依のために結果的にClaudeの人生を束縛してい

る。ちなみにこの母と子の関係はキャザーの意識

を分析するのに示唆的である。母と息子との愛情

は読者に感動と感傷のいずれをも与えるような表

現で記述されるが、たとえば“Itisalmostlike

beingabride，keepinghousefOrjustyou，

Claude・'’’0)のごとき一文に、男女関係に対して

持つ作者の疑念が微妙に投影されているのは読み

取る必要がある。作者は結婚というつながりより

も強い本質的な人間関係の存在を示そうとしてい

るのである。

FrankfOrtの町でClaudeの意識と`性格そして彼

のfiPustrationの本質をClaude以上に理解している

唯一の人物は学校教師のGladysFalmerであり、

しかも彼女は密かに彼を愛している。だが奇妙な

ことに、彼がEnidRoyceというfanaticなまでに

信仰心の強い女性と結婚するのを知った時

Gladysの感じるのは失恋の痛みではなく“Every‐

thingthatwasClaudewouldpcrish,，（176）とい

う嘆きである。作者は主人公が一般的な意味での

恋愛をすることを許ざないのである。では“Eve‐

rythmgthatwasC1aude”とはどのようなものか。

“violenttemperandphysicalrestlessness”が

彼の子供時代の特徴であったと作者は言う。だが

その子供時代においても、水車が取り壊きれるの

を嘆く姿に象徴されるように、彼の内部には極端

なまでに繊細な感受性とromanticな性格があ

る。自分が生まれる前の古き良き開拓時代を筐'１景

し、snobbelyと商業主義の支配する現在に幻滅

するClaudeの求めるものは、彼の言葉を使えば

somethingsplendidinlife”であり、そして“the
66

needtoadmire，'である。だがそれはもはやFrank-

fbltの農場には存在しない。

ネブラスカの物質主義的現状から家族関係まで

含めた、自分を取り巻くあらゆるものに不満と幻

滅を抱きながらも彼は、“physicaltestandpen-

ances”を自らに課すことによって、寡黙と自制

心を身につけていくが、それは必然的に彼の内部

でdQjectionが益々蓄積されていくことを意味す

る。自分のいるべき場所が見つからないのであ

る。

Ｔｈｅｔｈｉｎｇｔｈａｔｈｕｌｔｗａｓｔｈｅｆｅｅｌｉｎｇｏｆｂｅｉｎｇ

ｏｕｔｏｆｉｔ，ｏｆｂｅｉｎｇｌｏｓｔｉｎａｎｏｔｈｅｒｋｉｎｄｏｆｌｉｆｅ

ｉｎwhichideasplayedbutlittlepart．（97）

彼の絶望の極は、DenverのtheStateHouseを

訪れる時の描写で示される。しかもそれはタイト

ルに彼が結婚する相手の女性の名前を付した

BookⅡ：“Enid，,の冒頭の部分で極めて象徴的

に起こる｡彼は突然"thefeelingofbeingunrelated

toanythingnotmattermgtoanybodyi'(135）とい

う耐え難い寂真と絶望感に襲われる。古き良き西

部開拓時代の終焉がWillaCather自身によって宣

言されるのはこの場面である。西に向かう馬上の

KitCarsonの像を見ながらClaudeは“…butthelc

wasnoWest…anymore.'，（137）と結論づけ

る。西にParadiseがなければ彼は東へ向かうしか

ないが、それは第４章まで待たねばならない。３

人称で書かれているとは言え、Ｏ"ｅｑ/０噸の大

部分はintrovertの主人公ClaudeWheelerの内面

を描いており、読者は物語の大部分を彼の目を通

して、また彼の心理を通して見ることになる。と

ころがこのDenver訪問の最後の場面だけは、通

りすがりの人物の目を通してKitCarsonの像の

前に立ちつくすClaudeの姿が描写される。

ThestrangerscmtinizedClaudewithinterest・

Hesawayoungmanstandingbaleheadedon

thelongflightsofsteps，hisfistsclenchedm

anattitudeofalTestedaction-hissandyhair，

histannedface，histensefigulccopper-coloured

intheobliquerays．（137）
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さて、このように殆ど死にかけている若者が、

最後に求めるのは必然的に女性である。自動車に

驚いたロバの為に有刺鉄線で顔に大けがをした

ClaudeはEnidRoyceという粉屋の娘の訪問を受

けるようになる。Ｅｎｉｄは極端に偏狭な宗教心を

持つ女性であり、その信仰心はfiPigidnessと表裏

の関係をなすが、孤独な彼には宗教的な博愛行為

と恋愛との区別がつかず、Ｅｎｉｄを理想化し彼女

との結婚に生きる意味を見いだそうとする。象徴

的なことであるが、忌み嫌う“Ｃｌｏｄ',という発

音で彼女に自分の名前を呼ばれても気づかない。

結婚の“transfOImationalpower,，を信じる彼は

Enid自身の“MarriageisfOrmostgirls，ｂｕｔｎｏｔ

ｆＯｒａｌＬ，,という理にかなった警告も無視して半

ば強引に結婚までことを運ぶ。

彼が繊細で傷つきやすい精神と強靭な体躯の両

方を持ち合わせていることが、その性格にある欠

陥を作り出していることに注目しなければならな

い。

Thetalkofthedisreputablemenhisfatherkept

abouttheplaceathome，insteadofcolTupting

him，ｈａｄｇｉｖｅｎｈｉｍａｓｈａ１ｐｄｉｓｇｕｓｔｆＯｒｓｅnsual-

ity．（67）

このように彼の中には,性というものを恐れ、嫌悪

する意識が存在しており、結果として女性の真実

の姿を見ることができない｡故に彼は女性をsexu‐

alityを持った女として見る限り、愛することがで

きないのである。一方、女性との間にsexuality

のない関係を築こうとすればそれは恋愛ではなく

なる。“clingingcontact”に不純なものを感じる

彼とGladysFarmerとの間に恋愛関係が成立しな

かったのもそこに起因している。

彼のＥｎｉｄを見る目の不確かざは次の描写に象

徴きれている。

…ｌｙｉｎｇｆｌａｔｉｎｂｅｄ，ｈｉｓｈｅａｄａｎｄｆａｃｅｓｏ

ｓｍｏｔｈｅｌｅｄｉｎｓｕrgicalcottonthatonlyhiseyes

andthetopofhisnosewerevisible．（159）

Ｅｎｉｄの信仰心が“naturalfiagrance”に見える

彼にはEnidの真の姿がみえないのであるが、実

はこの段階の彼には自分自身の姿も見えていな

い。見落としてはならないのはClaudeが意識す

るとせざるとに関わらず、その鍛え上げた肉体の

中に性欲は存在することである。先に述べたよう

に無意識レベルでの彼のEnidへの思いは、実は

結婚前においても性的である。下記のような官能

的、‘性的な表現を用いることによって、Claude

の意識が描写される。

…ｔｈｅｔｈｏｕｇｈｔｏｆＥｎｉｄｗｏｕｌｄｓｔａｒｔｕｐｌｉｋｅａ

ｓｗｅｅｔ，burningpain，ａｎｄｈｅｗｏｕｌｄｄｌｉｆｔｏｕｔｍｔｏ

ｔｈｅｄａｒｋｎｅssuponsensationshecouldneither

preventnorcontrol.（166）

彼は夢の中でＥｎｉｄに会いに行こうとして突然

自分が素裸であることに気づき、“Adaminthe

garden，，のように木の葉で自分を隠す。

結婚後も二人の間には`性生活はない。かくして

結婚生活も彼の救済とはならず、かえって自らの

不満と怒りに性的要素を加えてしまう。彼の人生

がより,惨めで孤独なものになったことは、“timber

claim”での姿に示されている。彼の唯一の“di‐

version”は一人森に入り“unmarriedandfi℃e”

を感じて、心ゆくまでたばこを吸いながら一人次

のような夢想をすることだというのである。

Ｓｏｍｅｏｆｈｉｓｄｒｅａｍｓｗｏｕｌｄｈａｖｅｆｆｏｚｅｎhis

youngwifeisbloodwithholTor.(240）

つまり性的に女性を求める欲求と、Ｅｎｉｄから

解放されたいとする願望が奇妙に併存している矛

盾に満ちた状態なのであり、必然的に彼のやり場

のないrepugnanceは高まっていくのである、結

婚関係を人生の罠だと考えていたWillaCatherは

勿論この二人に幸せな結婚生活など与えない。

Enidはその病的なまでに潔癖でfrigidな性格と

,eligiousfanaticismを露わにしていく。

ここでCatherはご都合主義的プロットを用意

する。中国で布教活動をしているという姉が病気

になり、彼女はClaudeをおいて東洋に旅立ち、

これ以降二人が出会うことはない。Claudeは心

の奥で密かにこの事態を歓迎する。

“ＬｅｔｈｅｒｇｏＩＬｅｔｈｅｒｇｏｗｈｅｎｓｈｅｃｏｕｌｄ!”

（248）

今や彼にはＥｎｉｄから解放きれることがsalva-

－１０－
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tionなのである。しかも、Claudeの不毛の結婚

についての記述を中心とするＢｏｏｋⅡに“Ｅｎｉｄ”

というタイトルが付けられているのに対し、彼女

が去っていくＢｏｏｋⅢは何と“Sunriseonthe

Prairie，，というタイトルなのである。先に述べた

ようなWillaCather自身の結婚観がここに反映さ

れているのは間違いない。

Catherの友人でもあり、彼女を高く評価して

いたＳｍｃｌａｉｒＬｅｗｉｓは“Themostimpoltantdefect

isthat，havingsettheEnidproblemsheevades

it・'’’1)と述べて批判しているが、確かにＥｎｉｄの

問題は最後まで未解決のままである。だが、Ｅｎｉｄ

とClaudeの関係という特殊な問題を作者が意識

的に“evade”したというのは当たっていない。

繰り返し述べるように、もともと結婚に強い疑念

を持っていた作者の意図は、この結婚がClaude

の孤独と不満を増すだけだったことを強調し、結

局は妻Ｅｎｉｄも“transfbrmationalpower，,とはな

らなかったことを示すことであり、さらには結婚

生活がかえって人生の罠となるという作者の哲学

を示す意義もあった。作者がClaudeに性を媒介

とした男女関係とは全く違った、彼の満足する人

間関係を与えるのは終章まで待たねばならない。

きて、Ｅｎｉｄは中国に去るが、彼女の去った方

向と反対のヨーロッパから、アメリカ大陸のはる

か奥にあるこのネブラスカまで大戦の様子とドイ

ツ軍の侵攻の状況が伝わるようになり、人々の戦

争の話題も頻繁になってくる。

彼は第一次大戦中のフランスに渡り、驚くべき

ことに、戦争という極限状態の中で“peIfect

bliss”なるものを感じ、陶酔と昂揚のうちに戦

死する。HemingwayはCatherの描く戦闘場面を

評して、“Ｐｏｏｒｗｏｍａｎｓｈｅｈａｄｔｏｇｅｔｗａｒｅｘｐｅ‐

nencesomewhelC､'’12)と廟笑したが、確かに女

流作家の描く戦争場面の迫真性の欠如や非現実性

を指摘するのは容易である。登場人物たちの戦場

での会話が類型的で時には陳腐できえある事実も

否定できない。しかしながら、本稿では戦争がい

かにしてClaudeWheelerのfUlfillmentの場となり

得たかを検討することが論点となる。

Ｅｎｉｄとの生活から解放された彼は軍隊に入

り、ついには大西洋を越えてヨーロッパに渡り、

“Ｃｌｏｄ”から“Claude,，への急激なtransformation

を遂げていくことになる。結婚では得られなかっ

た“transfOrmationalpower”なるものを、何と

軍隊生活とヨーロッパ戦線で獲得する。親兄弟と

の家族関係及びＥｎｉｄとの結婚が彼のdejectionを

増すものであったことは今まで見た通りである。

しかも結婚という男女関係が彼のsexualityを満

たすこともなく、また彼の鯵積した心理を慰労す

ることもなかった。その彼が完全な男だけの世界

である軍隊での“humanrelationship，，に歓喜す

るのである。

Claudelovedthemenhetrainedｗｉｔｈ－ｗｏｕｌｄ－

ｎｉｔｃｈｏｏｓｅｔｏｌｉｖｅｉｎａnybettercompany．

（281）

彼はヨーロッパへ向かう船上にある。彼の享受

する解放感は無論過去の閉塞状況の裏返しであ

る。

ＴｗｏｙｅａｒｓａｇｏｈｅｈａｄｓｅｅｍｅｄａｆｅｌｌｏｗｆOr

whomlifewasover;drivenintothegroundlike

apost…．Yetheretheywere.(318）

では、彼が際限のない自由を感じる船上とはど

のようなところであろうか。実はそこは戦場に劣

らぬ極限状況の場所なのである。ＢｏｏｋⅣ：The

VoyageoftheAnchisesは実在したある軍医の船

上日記をベースにCatherが脚色したものであ

る。船上で悪性のインフルエンザが発生し兵士た

ちの多くが死んで海の中に捨てられていく。強靭

なClaudeはここで軍医を助け全力を傾けて病気

の兵士たちの介護にあたる。彼は初めて意味のあ

る役割を持った他から必要とされる存在となり、

この船上が彼の再生のはじまりとなっていくので

ある。危機的状況になればなるほど、彼は自己の

存在に自信を深めて行く。

Hewasenjoyinghimselfanddidnitwanttobe

safeanywhere．…ｌｉｆｅｈａｄｎｅｖｅｒｓｅｅｍｅｄｓｏ

ｔｅｍｐｔｉｎｇａｓitdidhere．（347）

彼の“thetinglingsenseofever-wideningfTee-

dom，，が何よりＥｎｉｄとの結婚生活からの解放を
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意味しているのは、作者の結婚観のみならず本作

に含めた作者の意図を知る上でも重要である。彼

は“ｔｈｅｈａｐｐｙｆｅｅｌｍｇｔｈａｔｈｅｗａｓｔｈｅｌｅａｓtmar-

riedman”を絶えず享受しながら船上の病気の兵

士たちの間を忙しく歩き回るのである。

Enid1spale，deceptivefaceseldomrosebefOre

hｉｍ．（340）

こうして過去と決別した彼は戦時下のフランス

にやってくる。

作者が本作の執筆に取りかかったのは大戦終結

前の1918年、そして完成したのは1922年であり、

第一次世界大戦の全体像とその歴史的意味合いを

把握できないままに執筆している面があり、この

ことを考慮に入れればJohnHRandallの次の指摘

は－面で正しい。

WillaCatherapparentlysharedthegeneralAl-

liedindignationattheallegedGermanatroci-

ties・'3）

だがこの作品の背景となる戦争はあくまで、

ClaudeWheelerという、“rough-neck”、“neither

veryoldnorwise'’14)で、introvertの若者の心理

を通して記述されるところの、彼の経験としての

戦争なのである。作者が意図しているのはClaude

のドイツ軍との勇猛果敢な戦闘を描くことではな

く、彼の旧大陸ヨーロッパでの文化や芸術との出

会い、そしてsexualityを含まない友情としての

humanrelationに力点をおくことなのであって、

これらの“values”を彼は第一次大戦中のフラ

ンスで発見し、それを守るために戦うことこそ自

分の生き甲斐（“somethingworthIivingfOr,，)、

もしくは命を賭してもいいものと考えるのであ

る。

FrancofiliaWillaCatherの創造したClaudeの

目から見たフランスの描写はフランス人批評家も

戸惑わせる程のものである。

…unlessｈｅ［aFrenchreader］isparticularly

chauvinistic，ｈｅｉｓａｗａｒｅｔｈａｔｈｅｉｓｐｒｅｓｅｎｔｅｄ

ｗｉｔｈanidealizedvisionofhiscountry､15）

Claudeが船上から初めてみたフランスの姿は

彼の意識を根底から覆す程のものであった。

…hehadneverseenanythingthatlookedso

strong，soselfLsufficient，sofixedfiDmthefirst

fOundation，ａｓｔｈｅｃｏａｓｔｔｈａｔｒｏｓｅｂｅｆＯｒｅｈｉｍ．

（356）

こうしてヨーロッパの伝統と文化に陶酔した

Claudeの大義が生まれるわけであるが、それが

どのような形で“humanIelations，,の中に織り

込まれているのであろうか。

先に述べたように、LieutnantDavidGerhardt

は実在した若いバイオリニストをモデルとして作

者が創造した人物であり、本作品の中で主人公の

次に重要な役割を持つが、Claudeは大戦の中で

その彼と知り合い、彼との交友を通じてquestfbr

valueを行う。

DavidGerhardtと初めて出会った時に本能的に

感じる“ｈｅ［Claude］ｍｕｓｔｂｅｏｎｈｉｓｇｕａｒｄａｎｄ

ｍｕｓｔｎｏｔｌｅｔｈimselfbepatronized，，という直感

がClaudeの生と死に意味づけを与え、彼の人生

を決定することになる。“ｏｎｈｉｓｇｕａｒｄ”となる

ことがClaudeにとっていかなる意味を持つの

か、それがClaudeの大義とどのように関わって

くるのかを見ることが本論の結論となる。ここで

心に留めておくべきことは、Claudeのフランス

でのquestfOrvalueが進行して行くとき、その背

後には常に砲声（“thesoundofbiggunsi，）が聞

こえているという事実である。

Gerhardtに紹介されてClaudeはフランスで幾

人かの女性たちと交友を持つが、そこには性的関

係も恋愛も決して存在しない。終章における最も

重要な女性の登場人物は赤十字で働くMademoi‐

selleOlivedeCourcyであり、Claudeは彼女の中

に“aperfectlady”となるものを見るが、二人

の間に通常の男女が当然持つはずの恋愛関係は全

く生まれない。作者がそれを許さないのである。

ところがClaudeはこの形態の交友に完全に満足

する。注目すべきは彼のこのsexuality無き交友

の中で、Ｅｎｉｄの記憶を完全に失いつつある点で

ある。それを象徴する場面がある。MlleOlive

に対し､彼は両親のこと、ネブラスカの四季、corn‐

fieldの様子を自らも驚くほど詳細に語って聞か
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せる。だがそこに妻Ｅｎｉｄは出てこないのである。

Thesunlightonthefloor，thebundlesoffiPesh

flowers，thewhitewindowcurtainsstirringthe

breeze，remindedClaudesomething，buthe

couldnotrememberwhat.(430）

この“something，，が花と白い服を好んだＥｎｉｄ

の記憶の断片を読者に示唆していることは明らか

であるが、彼はもうその記憶をほぼ完全に消し去

っている。不幸な結婚という呪縛から完全に解放

され、彼の性的fiFustrationは昇華されているので

ある。このようにWiUaCatherがＯ"ｅｑ／ＯＬ,応で

示そうとする理想的なhumanrelationshipとは、

あくまでもsexualityとは無縁のものなのであ

る。

ところで、彼がまだLincolnのchumhcollege

で諺積した学生時代を過ごしていたころ、求め続

けていたものの－つは、“admi１℃，，することの出

来る人物に出会うことであった。

Ｎｏｗ，ｈｅｂｅｌｉｅｖｅｄｔｈａｔｅｖｅｎｔｈｅｎｈｅｍｕｓｔｈａｖｅ

ｈａｄｓｏｍｅｆａｉｎｔｉｍａｇｅｏｆａｍａｎｌｉｋｅＧelhardt

inmind・Ｉｔｗａｓｏｎｌｙｉｎｗａｒ－ｔｉｍｅｓｔｈａｔｔｈｅｉｒ

ｐathswouldhavebeenlikelytocross…(466）

戦争が二人の運命を交差させたのである。aItist‐

intellectualであるDavidGerhardtとの出会いと友

情、そして彼に象徴きれるcivilizationの世界は

Claudeがヨーロッパ戦線で見つけた最大の喜び

である。家族も妻も与えてくれなかったhuman

relationshipの喜びをDavidとの友情の中に見いだ

すのである。彼は他のアメリカ兵たちのようにフ

ランス娘たちと森で“mushroomhunting”を楽

しむこともせず、ひたすら芸術の世界で生きてき

たGerhardtとの交友とGerhardtが導く世界にこ

の上ない喜びを見いだす。

さて、Ｏ"ｅｑｆＯＬＵ応のクライマックスは、戦死

した友人の家族から頼まれて、彼の姉の弾くピア

ノに合わせながら、DavidGerhardtがその友人の

バイオリンを引く場面である。“generousadmira-

tionandbitter，bitterenvy”に引き裂かれなが

ら、ClaudeはGerhardtのバイオリンを聞く。そ

れは今まで自分の生きてきた世界とはあまりにも

違った世界のものであった。

Ｗｈａｔｗｏｕｌｄｉｔｍｅａｎｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｄｏａｎｙthing

aswellasthat，ｔｏｈａｖｅａｈａｎｄｃａｐａｂｌｅｏｆｄｅｌｉ－

ｃａｃｙandprecisionandpower？（468）

だが、ここにも夜の闇を通して砲声が聞こえて

くる。バイオリンの響きと砲声の並立が象徴する

ものこそ、作者WillaCatherがＯ"ｅｑｆＯ"酒にお

いて読者に示す最大のモチーフである。ここにお

いてClaudeは自分の果たすべき役割を完全に理

解する。それはDavidGerhardtと彼の背後にある

世界を守ること、さらにはそのために自らの命を

投げ出すことなのである。砲声を聞きながら

GerhardtとClaudeが行う会話は、Ｏ'ｚｅｑｆＯ"応

の解釈にとって決定的な重要性を持つ。二人は全

く逆のことを考えるのである。Gerhardtが言う。

“Listen…That1sallthatmattersnow・Ithas

killedeverythingelse.”（469）

Claudeは次のごとく反論する。

“Idonitbelieveit．…Ｉｔ１ｓｍｅｎｌｉｋｅｙｏｕ

〔Gerhardt〕thatgettheworstofit,…Ｂｕｔ

ｆＯｒｍｅ，Ineverknowthelewasanythmgwortｈ

ｌｉｖｉｎｇｆＯｒｔｉｌｌｔｈｉｓｗａｒｃａｍｅｏｎ、ＢｅｆＯｒｅｔｈａｔｔｈｅ

ｗｏｒｌｄｓｅｅｍｅｄｌｉｋｅａｂusinessproposition.'，

（469）

ここにClaudeのquestfOrvalueの到達点があ

る。砲声を聞きながら彼は考える。

ＴｈｅｓｏｕｎｄｏｆｇｕｎｓｈａｄｆＴｏｍｔｈｅｆｉｒｓｔｂeen

pleasanttohim，hadgivenhimafeelingof

confidenceandsafety；to-nightheknewwhy・

Whattheysaidwas，ｔｈｅｍｅｎｃｏｕｌｄｓｔＵｌｄｉｅｆＯｒ

ａｎｉｄｅａ;ａｎｄｗｏｕｌｄｂｕｒｎａｌｌｔｈｅｙｈａｄｍａｄｅｔｏ

ｋｅeptheirdreams・ＨｅｋｎｅｗｔｈｅｆＵｔｕｒｅｗａｓｓａｆｅ

…Idealswerenotthearchaicthings，beautifill

andimpotent;ｔｈｅｙｗｅｒｅｔｈｅｒｅａｌｓｏｕｒｃｅｓｏｆ

ｐｏｗｅｒａｍｏｎｇｍｅｎＡｓｌｏｎｇａｓｔｈａｔｗａｓｔｒｕｅ，

ａｎｄｎｏｗｈｅｋｎｅｗｉｔｗａｓｔｒｕｅ－ｈｅｈａｄｎｏ

ｑuandwithDestiny.(470）

ClaudeとGerhardtのrelationshipに示された

WillaCatherの意図を集約したのがこの－節であ

る。芸術家DavidGerhardtにとって砲声は破壊の
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音、彼の芸術及び西洋文明を崩壊へと導こうとす

る音である。ところがClaudeWheelerにとって

は砲声はそれらを“guard，，する響きなのである。

かくして、Gerhardtを守ることの意味が確定

する。Gerhaldtに出会った瞬間から“onhis

guard”の義務をClaudeが本能的に感じたことは

先に述べた通りである。作者がGerhardtを通じ

て示そうとしたものは芸術と文化つまりciviliza‐

tionの世界なのであり、そこは普遍性と永遠性を

もつ“idea”の世界でもある。Claudeが“onhis

guard”となることは物質主義的世界の中にあっ

て“idea”の世界を守ることであり、それが彼

にとって“ideals，,に身を捧げるということにな

るのである。このことを認識した彼は自分に託さ

れた“Destiny”を知り、Gerhardtに対する

“envｙ”から解放される。それどころか“Ｈｅ

ｗｏｕｌｄｇｉｖｅｈｉｓｏｗｎａｄｖｅｎｍｒｅｆＯｒｎｏman.”と思

うに至り、自己の生命とその存在の意義を実感す

るのである。見てきたように、ClaudeとGerhardt

の戦争観は完全に逆であるが、二人は守る側と守

られる側にあり、切ることのできない運命的な糸

で結ばれている。作者が男と男の友情という形で

象徴的に示そうとしたのは二人のこのようなhu-

manrelationshipなのであり、それは作者Willa

Catherから見ればいかなる男女関係よりも強いつ

ながりなのである。

Ｔｈｉｓｗａｒｈａｓｔａｕｇｈｔｕｓｈｏｗｌｉｔｔｌｅｔｈｅmade

thingsmatter，Onlythefeelingmatters.”

（432）

この言葉にClaudeは感動する。

Exactlyso，ｈａｄｎｉｔｈｅｂｅｅｎｔｒｙｉｎｇｔｏｓａｙｔｈｉｓ

ｅｖｅｒｓｉｎｃｅｈｅｗａｓｂｏｍ？Ｈａｄｎ１ｔｈｅａｌｗａｙｓ

ｋｎｏｗｎｉｔ，ａｎｄｈａｄｎｉｔｉｔｍａｄｅｌｉｆｅｂｏｔｈｂｉｔｔｅｒ

ａndsweetfOrhim？（432）

この場面に遠くから砲声が聞こえてくる。自ら

の戦争の正当性を信じて疑わないClaudeには遠

くの砲声が“pleasant，,に聞こえる。この砲声が

人類の未来を守っているという安心感を与えると

いうのである。ここに作者の見落としがあること

に気付く。作者は“themadethings”は破壊さ

れても“thegroundandhope”があれば再生で

きるという。だが戦争という蛮行は“themade

things”の破壊以上に、何よりもhumanlivesの

破壊である。“theground”はあっても“hope”

の持ち主たる人間が殺されるのが戦争である。

Claudeの意識の中に、そして作者自身の意識の

中に、その砲声の下に血にまみれた多くの死体が

散乱している映像はない。

StanleyCoopeImanはClaudeには“warlover”

としてのあらゆる特質が備わっていると主張す

る。’6）作者がClaudeWheelerを、しかも自分

のイニシャノレを入れ替えて名付けた主人公を、意

識的にそのように創造したとは全く考えられない

が、戦地でのClaudeの心理が結果としていわゆ

るwarloverのそれであることは否定できない。

しかしながら、作者が戦争というものを“glo‐

rify”しているという批判に対しては、明確に否

定してよい。この意味では出版の翌年の1923年、

Pulitzer賞受賞後に出たＮｅｗＹｏｒｋTimesの書評

が今なお最も公平である。

Ｓｈｅｋｎｏｗｓａｓｗｅｌｌａｓａｎｙｏｆｔｈｅｍ〔other

authors〕thatthewarhas“horrors,”anddoubt‐

ｌｅｓｓｓｈｅｈａｔｅｓｉｔａｓｍｕｃｈａｓａｎｙｏｆｔｈｅｍ;ｃｅｒ－

ｔａｉｍｙｓｈｅｄｏｅｓｎｏｔｌａｕｄｉｔａｓａｍｏｎｇｔｈｅｍｏｒｅ

ｃｏｍｍｅｎｄａｂｌｅｏｆｈｕｍａｎａｃtivities・Ｂｕｔｓｈｅｉｓａｓ

ｌｉｔｔｌｅｏｆａｐａｃｉｆｉｓｔａｓｏfamilitarist;ｓｈｅｉｓａ

最後にWillaCatherの戦争観について少し<述

べる。

本作Ｏ"ｅｑ/Ｏ"酒には作者がその戦争観に対し

て批判を受けてもやむを得ないと思われる箇所が

ある。作者は自らの作品群の多くの箇所で人間の

意志の力と“desire，，への信頼を述べる。これは

彼女の哲学と言ってもいい。その意識の顕れた以

下の場面は、彼女の“romanticdispositionof

war”を疑われてもやむを得ないものとなってい

る。MlleOliveはClaudeに述べる。

“Ｔｈｅｙ〔thepeople〕mustlovetheircountly

somuch，don1tyouthink？Ｉｆｔｈｅｙｈａｖｅｔｈｅ

ｇｒｏｕｎｄａｎｄｈｏｐｅ，ａｌｌｔｈａｔｔｈｅｙｃａｎｍａｋｅａｇａｉｎ
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（Wcstport，Connecticut：GreenwoodPress，

Publishers,1960)，pl68

14）SusieThomas,Ｏｐ､Ｃｉｔ.,ｐ､43
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